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動物
とのふれあいを大切にする

ピクニカ
共和国

都市の中にある動物園

福岡市　
動物園

CONTENTS

COVER STORY

SPRING

福岡県公式
YouTube チャンネル

「ふくおかインターネットテレビ」

〈九州ロゴマーク〉
九 州・山 口 各 県
と経済界で定めた

「九 州」の マ ーク
です

詳しくは
こちら

特集��
楽しみながら学ぼう!!�
さあ、春の動物園へ！………… 02

小特集�
「新」福岡武道館オープン… ……10

FUKUOKA PRIDE FOOD�
【原木シイタケ】……………………14

Smile 移住・定住�
【福岡市】…………………………16

はっけん！フクオカ�
【みやま市】…………………………18

きらめきマイタウン�
【宗像市】… …………………… 22

知事といきいきトーク�
【広川町】… …………………… 26

県議会だより…………………… 28

花による美しいまちづくり… … 32

笑顔咲くフクオカ
福岡市中央区の舞鶴公園。
福岡城跡のお堀に沿って続く桜並木
のそばで、ひときわ明るい声が弾みまし
た。大好きなお母さんに抱き上げられ
て、桜の花に負けない満開の笑顔―。
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ワンヘルスとは？
福岡県は「ワンヘル

ス（One Health）」 を 推
進しています。ワンヘルス

とは、「人の健康」「動物の
健康」「環境の健全性」を一つの健康と
捉え、一体的に守っていくという考え方

です。私たちが健康に暮らし、私
たちの未来を守るための大

切な取り組みです。 

自然・
いのちを未来へつなぐ

到津の森
公園

動物福祉
を伝える動物園

大牟田市
動物園

ぽ
か
ぽ
か
と
春
の
日
差
し
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
動
物
園
で
は
動
物
た
ち
が
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
元
気

に
動
き
回
っ
た
り
、
力
強
く
躍
動
し
た
り
、
生
き
生
き
と
し
た

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
県
内
の
各
施
設
で
は
、
持

続
可
能
な
社
会
に
向
け
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
や
S
D
G
ｓ
、

動
物
福
祉
の
実
践
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
学
べ
る
動
物

園
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

楽
し
み
な
が
ら
学
ぼ
う
!!

さ
あ
、
春
の
動
物
園
へ
！

カ
ン
ガ
ル
ー

大
牟
田
市
動
物
園

リ
ス
ザ
ル

大
牟
田
市
動
物
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レッサーパンダ
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キ
リ
ン

大
牟
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動
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ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト

到
津
の
森
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園
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ン
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の
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と
動
物
が
幸
せ
に
過
ご
せ

る
場
所
を
目
指
し
、
飼
育

動
物
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
取
り

組
み
を
続
け
、
動
物
福
祉
を
広
く
発
信

し
て
い
ま
す
。

背
の
高
い
キ
リ
ン
が
近
く
に
寄
っ
て

き
て
、
飼
育
員
の
河か
わ
の野
成ま
さ
ふ
み史
さ
ん
に
ペ

コ
リ
と
頭
を
下
げ
ま
し
た
。「
首
か
ら

採
血
を
す
る
練
習
で
す
」と
河
野
さ
ん
。

針
の
代
わ
り
に
竹
串
な
ど
を
首
元
に
当

て
、
う
ま
く
で
き
た
ら
笛
を
吹
い
て
餌

を
与
え
ま
す
。

キ
リ
ン
は
長
い
首
の
先
に
あ
る
頭
ま

で
血
液
を
送
る
た
め
に
血
圧
が
高
い
動

物
で
、
頭
を
下
げ
た
ま
ま
の
姿
勢
は
楽

で
は
な
い
そ
う
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ン
の

体
に
負
担
を
か
け
る
麻
酔
を
使
わ
ず
に

採
血
で
き
る
よ
う
に
行
う
訓
練
で
、
河

野
さ
ん
は
「
こ
の
子
た
ち
の
協
力
な
し

で
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。

園
で
は
ラ
イ
オ
ン
や
レ
ッ
サ
ー
パ
ン

ダ
な
ど
37
種
１
５
５
匹
を
飼
育
。
麻
酔

に
頼
ら
ず
、
動
物
に
採
血
や
体
重
計
測

な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
う
ハ
ズ
バ
ン
ダ

リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
様
子
を
見
学

し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
ガ
イ
ド
も

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

園
長
の
椎し
い
は
ら原
春し
ゅ
ん
い
ち
一
さ
ん
は
「
健
康
診

断
は
毎
月
行
っ
て
お
り
、
異
常
に
す
ぐ

気
付
け
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
そ
の
上

で
、「
動
物
が
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
健
康
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
う

い
っ
た
動
物
福
祉
に
つ
い
て
、
こ
こ
で

一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
で
す
」
と
、力
を
込
め
て
語
り
ま
す
。

新しいモルモット舎が登場
３月完成、６月オープン予定の新しいモル

モット舎では、屋内のイベントスペースが整備
され、幼児から高齢者、ベビーカーや車いす
を利用する人などのイベント参加が可能に。

現在 60 匹ほどを飼育していますが、今後
は約１２０匹に増やす方針です。新しい獣舎
では、モルモットが自由に動き回る様子を観
察できます。

TOPIC

大牟田市動物園「動物福祉」で
  生活の質を向上

完成イメージ

トレーニングを間近で見学
ハズバンダリートレーニングはさまざまな

動物を対象にしており、決められた時間に
獣舎へ行けば誰でも見学できます。ただ、
動物の協力が欠かせないため、その時の
気分や体調次第でガイドを中止することも
あるそうです。（雨天時中止）

月曜／ 13:15… ……… ライオン
火曜／ 15:00… ……… サバンナモンキー
水曜／ 15:00… ……… キリン
木曜／ 13:15… ……… ライオン
金曜／ 15:00… ……… キリン

人
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ともだちや絵本美術館
２０２１年秋、敷地内に完成した「ともだちや絵本

美術館」は、日本初の〝動物園にある絵本の美術
館〟として、多彩な絵本原画の展示や、ワークショッ
プを行っています。

絵本の読み聞かせができる「ともだちルーム」、
お弁当などを持ち込める休憩スペース「のんびり
ホール」なども備えています。

動物園が映画の舞台に
２０１９年に公開された映画「い

のちスケッチ」（瀬木直貴監督）は、
大牟田市動物園が舞台。漫画家
志望の青年が挫折し、故郷の動
物園でのアルバイトを通じて、再
び一歩を踏み出すストーリーです。
動物福祉がテーマになっており、
福岡市出身の俳優・佐藤寛太さん
が主人公を演じました。

大牟田市動物園
大牟田市昭和町163
0944-56-4526
9:30～17:00（12月～2月は9:30～16:30） 
最終入園は閉園1時間前
第2、第4月曜（祝日などの場合はその翌日）、 
年末年始（12月29日～1月1日）
大人500円、小中学生100円、未就学児無料
（※土日・祝日は高校生料金100円）

パネル前で笑顔の椎原園長

尻尾から採血される間、決まった場所でじっとしてもらうためのトレーニング

5
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街
地
に
近
い
都
市
型
動
物

園
で
、
親
子
連
れ
や
カ
ッ

プ
ル
で
に
ぎ
わ
う
ほ
か
、
学
校
の
遠
足

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
。
２
０
２
４

年
度
は
約
83
万
人
が
訪
れ
、
最
近
は
外

国
人
観
光
客
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

水
深
４
メ
ー
ト
ル
の
大
プ
ー
ル
で

は
、
31
羽
の
フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
が

元
気
よ
く
ダ
イ
ブ
―
。
プ
ー
ル
は
水

流
や
波
を
発
生
さ
せ
る
仕
組
み
で
、
自

然
の
海
の
様
子
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
動
物
本
来
の
動
き
を
引
き
出

す
行
動
展
示
の
一
つ
で
、
飼
育
第
一
係

長
の
廣ひ
ろ
た田
淳じ
ゅ
ん
い
ち
一
さ
ん
は
「
跳
び
は
ね
て

泳
ぐ
躍
動
感
、
ス
ピ
ー
ド
に
注
目
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

園
で
は
全
体
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

計
画
が
進
行
中
で
、
ペ
ン
ギ
ン
エ
リ
ア

は
２
０
２
２
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
ゾ

ウ
舎
の
拡
張
工
事
も
行
わ
れ
、
24
年
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
来
園
し
た
ア
ジ
ア
ゾ

ウ
が
、
園
の
新
た
な
顔
に
な
っ
て
い
ま

す
。２

０
２
６
年
２
月
現
在
、
哺
乳
類
36

種
、
鳥
類
46
種
、
爬は
ち
ゅ
う虫
類
10
種
の
計
92

種
４
２
5
匹
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
オ

ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や
コ
ツ
メ
カ
ワ
ウ
ソ
、

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
ほ
か
、
ユ
ニ
コ
ー

ン
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る

ア
ラ
ビ
ア
オ
リ
ッ
ク
ス
な
ど
の
珍
し
い

動
物
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市

ペンギンの巣に草ストロー
ペンギン舎ではＳＤＧｓの取り組みとして、市内のカ

フェで使い終えた廃棄予定の草ストローを巣の材料
に活用しています。

ペンギンの巣作りは２～３月頃で、４～５月は卵を産
み子育てに入ります。ペンギンたちはそれぞれ、好
みの材料を集めて巣を作るそう。「草ストローはペン
ギンたちに好評のようです。プールの近くに巣があ
るので観察してみてください」と廣田さんは勧めます。

ここだけの限定グッズを
チェック

土産品店「Ｇｉｆｔ Ｓｈｏｐ Ｐｅｔｉｔ Ｍｏ
ｎｄｅ」では、ポストカードやおもちゃ、
クッキー、どら焼きなど、さまざま
な土産品を販売しています。中で
も、ゾウやカワウソ、フンボルトペ
ンギンなどをモチーフにした園限定
のぬいぐるみが人気とのことです。

福岡市動物園　本来の動きを観察！
「行動展示」

※一部商品は販売終了の場合があります

スピード感
に注目！
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相談員に質問して 
スッキリ問題解決！
「動物情報館Ｚ

ズ ー

ｏｏＬ
ラ ボ

ａｂ」は、
骨格標本の展示やクイズなど
で動物のことがもっと好きにな
る体験型の展示施設です。専
門の相談員が対応する「どう
ぶつデスク」では、動物に関
する「なぜ？」「どうして？」に
答えてくれます。ワークショッ
プなどのイベントも開催してい
ます。

かわいい♡アニマルまん
軽食を販売する「こども動物園横食

堂」では、動物をかたどったアニマル
まんを４月頃まで販売しています。クマ
やパンダ、ヒヨコのかわいらしい顔を
かたどっており、チョコ、あんこ、カスター

ド味などがありま
す。

福岡市動物園
福岡市中央区南公園1-1
092-531-1968
9:00～17:00　最終入園は閉園30分前
月曜（祝日の場合は翌日）、 
年末年始（12月29日～1月1日）
大人600円、高校生300円、中学生以下無料

高低差 13メートルの丘を上り下りする迫力ある姿を間近で見ることができる

各
250円

7
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到
津
の
森
公
園

自
然
に
近
い
環
境
を
再
現

然
に
囲
ま
れ
た
北
九
州
市

小
倉
北
区
の
動
物
園
。
緑

豊
か
な
園
内
で
、
ど
ん
な
動
物
に
出

会
え
る
の
か
、
ワ
ク
ワ
ク
感
が
高
ま

り
ま
す
。

「
茂
み
の
中
に
隠
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
探
し
て
み
て
」。
広
報
担
当
の

山や
ま
が鹿
舞ま
い
こ子
さ
ん
が
語
り
か
け
ま
す
。

お
り
の
中
で
は
、
マ
ン
ド
リ
ル
が
落

ち
葉
や
丸
太
の
穴
の
中
を
の
ぞ
い
て

餌
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

同
園
で
は
、
動
物
た
ち
の
運
動
場

に
土
を
入
れ
、
木
を
植
え
て
、
自
然

に
近
い
環
境
を
再
現
。
野
生
動
物
は

採
食
行
動
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す

こ
と
か
ら
、
飼
育
員
が
餌
を
隠
し
て

野
生
の
行
動
を
引
き
出
し
ま
す
。
マ

ン
ド
リ
ル
担
当
の
飼
育
員
・
小
林
弥

生
さ
ん
は
「
彼
ら
の
生
き
生
き
と
し

て
い
る
姿
が
楽
し
め
ま
す
よ
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に

同
園
は
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年

に
、
前
身
の
遊
園
地
が
閉
園
の
危
機

を
迎
え
ま
し
た
が
、「
命
を
感
じ
ら

れ
る
場
所
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
約

26
万
人
の
署
名
が
集
ま
り
、
市
が
引

き
継
ぎ
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に

動
物
公
園
と
し
て
再
出
発
し
ま
し

た
。年

間
２
０
０
０
万
円
の
餌
代
や
治

療
費
の
大
部
分
は
、
市
民
の
支
援
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。「
動
物
サ
ポ
ー

タ
ー
」
や
「
友
の
会
」
の
会
員
（
個

人
は
１
口
１
０
０
０
円
か
ら
）
を

募
っ
て
お
り
、
会
員
に
は
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
な

ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

自

ゾウの餌やりを 
間近で！

ゾウの餌やりも人気で
す。２００円で餌のモナカ
を購入し、ゾウに手を伸
ばすと、鼻先で受け取って
くれます。「ゾウの呼吸や
鼻の力強さに驚くはずで
す」と山鹿さんは話します。

飼育員飼育員小
こばやし

林弥
や よ い

生さん

到津の森公園
北九州市小倉北区上到津4-1-8
093-651-1895
9:00～17:00（シーズンにより異なる）
火曜（シーズンにより異
なる）
大人800円、中高生400
円、4歳～小学生100円

彼
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
を
楽
し
ん
で
！

さまざまな場所に餌を隠す小林さん

8

゜

入 闘

I
l
 



ピ
ク
ニ
カ
共
和
国

小
さ
な
生
命
を
受
け
止
め
て

塚
市
に
あ
る
民
間
の
施

設
で
、
小
動
物
を
中
心
に

約
60
種
８
０
０
匹
を
飼
育
し
て
い
ま

す
。こ

ど
も
に
人
気
な
の
は
、
モ
ル

モ
ッ
ト
。
２
０
０
匹
ほ
ど
飼
っ
て
お

り
、
お
や
つ
を
あ
げ
た
り
、
膝
の
上

で
抱
っ
こ
し
た
り
で
き
ま
す
。
心
ゆ

く
ま
で
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
つ
ぶ
ら
な
瞳
と
、「
ぷ
い
ぷ

い
っ
」
と
鳴
く
か
わ
い
ら
し
い
声
に

癒
や
さ
れ
ま
す
。

初
め
て
動
物
に
ふ
れ
る
人
に
は
ヒ

ヨ
コ
が
お
す
す
め
。
手
の
中
で
包
み

込
む
よ
う
に
す
る
と
、
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
眠
っ
て
し
ま
い
、
愛
ら
し
い

姿
に
時
間
を
忘
れ
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ニ
ー
や
リ
ス
ザ
ル
、
ヤ

マ
ア
ラ
シ
、フ
ク
ロ
ウ
な
ど
の
ほ
か
、

ア
ヒ
ル
や
リ
ク
ガ
メ
、
ネ
コ
と
い
っ

た
動
物
に
も
出
会
え
ま
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
動

物
カ
フ
ェ
が
閉
店
し
た
り
、
飼
い
主

か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
し
て
、
行
き

場
を
失
っ
た
保
護
動
物
だ
と
い
い
ま

す
。園

長
の
山や
ま
も
と本
雅ま
さ
か
ず一
さ
ん
は
「
命
の

大
切
さ
を
学
ん
で
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
。
動
物
を
抱
い
て
、
そ
の
鼓
動
や

温
か
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
す
。

飯

移動動物園も展開
動物との“ふれあい”を

街なかに届けようと、移動
動物園も展開しています。
アヒルやガチョウ、リクガメ、
ポニーなどが出張します。ポ
ニーの乗馬体験はとくに人
気で、これまでに幼稚園や
商業施設、道の駅などに出
向きました。

人気の
乗馬体験

も！

ピクニカ共和国
飯塚市八木山長倉2288
0948-26-4822
10:00～17:00（7、8月の土日・祝日は
10:00～18:00）最終入園は閉園30分前
水、木曜（12～2月は土日・祝日のみ開園）
※GW、春休み、夏休み期間中は無休
大人800円、3歳～中学生500円

ぷ
い
ぷ
い
っ

ス
ヤ
ス
ヤ
…
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福
岡
武
道
館
は
１
９
７
９
（
昭
和

54
）
年
、
福
岡
市
中
央
区
の
大
濠
公

園
南
側
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
県
警

の
術
科
訓
練
の
ほ
か
武
道
大
会
の
会

場
な
ど
で
一
般
の
方
に
も
利
用
い
た

だ
き
、
２
０
２
４
年
度
の
利
用
者
は

約
７
万
２
０
０
０
人
に
上
り
ま
し

た
。県

は
２
０
２
０
年
、
同
公
園
南

側
に
新
し
い
県

立
美
術
館
を
建

設
す
る
こ
と
を

決
定
。
こ
れ
に

伴
い
、
武
道
館

を
福
岡
市
民
体

育
館
の
隣
に
移

転
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

新
た
な
福
岡
武
道
館
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
武
道
の
精
神
と
福
岡
の
文

化
の
融
合
に
よ
る
武
道
振
興
の
新
た

な
拠
点
の
創
出
」。
建
物
正
面
の
大

庇ひ
さ
しと
整
然
と
並
ぶ
列
柱
は
、
武
道
が

宿
す
力
強
さ
と
純
真
さ
を
表
現
す
る

と
と
も
に
、
福
岡
の
伝
統
工
芸
・
博

多
織
の
意
匠
を
列
柱
に
盛
り
込
む
な

ど
、
格
式
と
繊
細
さ
を
兼
ね
備
え
た

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
施

設
と
す
る
た
め
、
県
の
施
設
で
は
初

め
て
50
％
以
上
の
省
エ
ネ
化
を
図
る

「
Z
E
B
 R
e
a
d
y
」
の
基
準
を

達
成
。
車
い
す
で
利
用
で
き
る
観
覧

席
や
ト
イ
レ
、
駐
車
場
な
ど
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

文化が融合

写真提供：梓設計　撮影：石井紀久
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FUKUOKA BUDOKAN

体育館

本土俵

柔道場

剣道場

弓道場

福
岡
武
道
館
は
１
９
７
９
（
昭
和

54
）
年
、
福
岡
市
中
央
区
の
大
濠
公

園
南
側
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
県
警

の
術
科
訓
練
の
ほ
か
武
道
大
会
の
会

場
な
ど
で
一
般
の
方
に
も
利
用
い
た

だ
き
、
２
０
２
４
年
度
の
利
用
者
は

約
７
万
２
０
０
０
人
に
上
り
ま
し

た
。県

は
２
０
２
０
年
、
同
公
園
南

側
に
新
し
い
県

立
美
術
館
を
建

設
す
る
こ
と
を

決
定
。
こ
れ
に

伴
い
、
武
道
館

を
福
岡
市
民
体

育
館
の
隣
に
移

転
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

新
た
な
福
岡
武
道
館
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
武
道
の
精
神
と
福
岡
の
文

化
の
融
合
に
よ
る
武
道
振
興
の
新
た

な
拠
点
の
創
出
」。
建
物
正
面
の
大

庇ひ
さ
しと
整
然
と
並
ぶ
列
柱
は
、
武
道
が

宿
す
力
強
さ
と
純
真
さ
を
表
現
す
る

と
と
も
に
、
福
岡
の
伝
統
工
芸
・
博

多
織
の
意
匠
を
列
柱
に
盛
り
込
む
な

ど
、
格
式
と
繊
細
さ
を
兼
ね
備
え
た

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
施

設
と
す
る
た
め
、
県
の
施
設
で
は
初

め
て
50
％
以
上
の
省
エ
ネ
化
を
図
る

「
Z
E
B
 R
e
a
d
y
」
の
基
準
を

達
成
。
車
い
す
で
利
用
で
き
る
観
覧

席
や
ト
イ
レ
、
駐
車
場
な
ど
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

4 階

3 階

2 階

1階

地下
1階

技と精神を磨く「武道の聖地」として親しまれている福岡武道館は１月５日、

福岡市博多区東公園に移転し、開館しました。

新しい福岡武道館は、体育館を新設し多種多様なスポーツを楽しめる

ようになりました。世代や競技の垣根を越え、心身が躍動する地域

の新たなランドマークとしての歩みが始まります。

武道の精神と福岡の

新 福岡武道館オープン

練習用土俵

11 グラフふくおか



FUKUOKA BUDOKAN

新しい福岡武道館は、地下 1 階・地上 4 階建て。延べ床面積は
1 万 3608 平方メートルで、旧武道館の約 2.5 倍となりました。館
内には柔道場と剣道場からなる武道場、弓道場、相撲場に加え、
新たに体育館を設けました。

武道場やエントランスホールなどのさまざまな場所に県産の木材
を利用することで木の温

ぬく
もりを感じられる施設となっています。

柔
道
や
剣
道
、
そ
の
他
各
種
武
道
で
使
用

可
能
。
柔
道
場
は
畳
の
サ
イ
ズ
と
色
を
国
際

基
準
に
適
合
さ
せ
ま
し
た
。

旧
武
道
館
で
は
屋
外
に
あ
っ
た
相
撲
場
が

屋
内
施
設
と
な
り
、
土
俵
も
本
土
俵
１
面
、

練
習
用
土
俵
２
面
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
荒

天
時
も
安
心
し
て
観
戦
を
楽
し
め
ま
す
。

体
育
館
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
コ
ー
ト
１
面
分

の
広
さ
で
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
競
技

に
利
用
で
き
ま

す
。

謝の気持ちで
稽古を

2 階

地下
1階 1階

柔道場

剣道場

体育館

本土俵

練習用土俵

写真提供：梓設計　撮影：石井紀久

重厚感あるデザインに
県産木材で温もりを
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ヨガレッスンやこども向け 
運動教室も
新武道館では、体幹を鍛えて

姿勢を良くする「ピラティス」、スト
レッチや瞑

めいそう

想で心身を整える「ヨ
ガ」、ラテン系の音楽に合わせて
体を動かす「ズンバ」の各種レッ
スン、幼児を対象にマット運動な
どを行う「元気アップ教室」を毎
週開催しています。経験の有無に
かかわらず、気軽に参加できます。

レッスン、教室予約は
こちらから

　館内には、福岡県の伝統工芸品を展示
するショーケースを６カ所配置し、県が誇
る匠の技を県内外の来館者に発信していま
す。現在は、博多人形や久留米絣

かすり

などを
紹介。年に１回程度、展示替えを行う予定
です。

射
場
は
12
人
が
並
ん
で
競
技
可
能
。
矢
道

の
横
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
競
技
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
観
覧
席
（
収
容
人
数
約

１
２
０
人
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

◎
施
設
情
報

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
８

－

３(

福
岡
市
民
体
育
館
西
側)

　

地
下
鉄
・
千
代
県
庁
口
駅
６
番
出
口
よ
り
徒
歩
す
ぐ
、
Ｊ
Ｒ
吉
塚
駅
よ
り
徒
歩
10
分

０
９
２

－

６
３
３

－

２
６
６
６　

■
開
館
時
間
／
９
時
～
21
時

■
休
館
日
／
毎
週
火
曜(

祝
日
の
場
合
は
翌
平
日)

、
年
末
年
始(

12
月
29
日
～
１
月
３
日)　

■
予
約
方
法
／
１
階
事
務
室
で
受
け
付
け(

電
話
予
約
は
不
可)

■
駐
車
場
（
有
料
47
台
）
あ
り
。
近
隣
の
県
庁
駐
車
場
（
有
料
地
下
２
５
０
台
、
地
上

（
身
障
者
等
）
21
台
・
24
時
間
営
業
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

の技を紹介
伝統工芸品も展示

謝の気持ちで
稽古を

新
武
道
館
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

県
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
警
察
官

が
鍛
錬
を
積
む
場
所
と
な
り
ま
す
。

学
生
時
代
に
全
日
本
女
子
剣
道
選
手

権
大
会
で
頂
点
に
立
ち
、
現
在
は
県

警
の
剣
道
特
別
訓
練
員
と
し
て
日
々

稽
古
に
励
む
妹
尾
舞
香
巡
査
長
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

Q
警
察
官
に
な
っ
た
理
由
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

A
幼
い
頃
か
ら
テ
レ
ビ
な
ど
で

悪
い
人
を
捕
ま
え
た
り
、
困
っ
て
い

る
人
を
助
け
た
り
し
て
い
る
警
察
官

の
姿
を
見
て
憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
剣
道
を
始
め
て
か
ら
は
、
剣
道

を
通
じ
て
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
警
察
官
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

Q
旧
武
道
館
の
思
い
出
は
？

A
学
生
時
代
に
全
日
本
女
子
剣

道
選
手
権
大
会
の
予
選
が
毎
年
行
わ

れ
、
本
大
会
へ
の
出
場
権
を
勝
ち

取
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
警
察

官
に
な
っ
て
か
ら
も
毎
日
稽
古
に
通

い
ま
し
た
。
き
つ
い
思
い
も
、
う
れ

し
い
思
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
場

所
で
す
。

Q
新
武
道
館
は
い
か
が
で
す
か
。

A
競
技
者
と
し
て
は
、
と
て
も

動
き
や
す
い
床
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
施
設
全
体
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
進
み
、
シ
ャ
ワ
ー
や
自
動
販
売
機

の
数
も
充
実
し
て
、
と
て
も
便
利
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Q
今
後
の
展
望
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

A
素
晴
ら
し
い
環
境
を
整
え
て

も
ら
い
、
今
ま
で
以
上
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
稽
古
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
剣
道
特
別
訓
練
員
と
し

て
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
勇
気
や
希
望

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
一
、
世

界
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

県 警 剣 道　
特別訓練員　妹

せ の お
尾舞

ま い か
香巡査長

4 階
弓道場

感

匠_
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肉
厚
で
芳
醇
な
香
り 

原
木
シ
イ
タ
ケ

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
肉
厚
、
芳ほ
う
じ
ゅ
ん醇
な
香
り
と
プ
リ
ッ
と
し
た

歯
ご
た
え
が
自
慢
の
「
原
木
シ
イ
タ
ケ
」。
栽
培
用
の
原
木
と
な
る

ク
ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
林
が
広
が
り
、
大
き
な
寒
暖
差
が
シ
イ
タ
ケ

の
生
育
に
適
し
た
八
女
地
域
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

PRIDE
FOOD

FUKUOKA
★★★

おいしい誇りを食卓に
File.29

「
お
い
し
さ
」は
山
の
手
入
れ
か
ら

「
原
木
で
育
っ
た
シ
イ
タ
ケ
は
、
味

と
香
り
が
強
い
」。
八
女
市
黒
木
町
で

原
木
シ
イ
タ
ケ
を
生
産
す
る
松ま

つ
の
ぶ延
正ま
さ
ひ
ろ博

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

松
延
さ
ん
は
２
０
２
３
、２
０
２
４

年
度
の
県
椎し

い
た
け茸
品
評
会
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
。
天
然
の
木
（
原
木
）
に

シ
イ
タ
ケ
菌
を
植
え
付
け
て
森
の
中
で

自
然
に
近
い
環
境
で
栽
培
す
る
原
木
シ

イ
タ
ケ
を
、
親
子
３
世
代
で
力
を
合
わ

せ
、
愛
情
を
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
。

原
木
を
置
く
「
ほ
だ
場ば

」
に
は
長
さ

１・
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
切
っ
た
ク
ヌ

ギ
約
３
万
本
が
並
び
ま
す
。
室
内
で
効

率
的
に
生
産
す
る
菌
床
栽
培
と
は
異
な

り
、
原
木
栽
培
は
木
の
栄
養
や
気
候
、

ほ
だ
場
の
状
況
な
ど
で
出
来
栄
え
が
決

ま
る
と
い
い
ま
す
。

特
に
重
要
な
の
が
原
木
の
仕
込
み
。

松
延
さ
ん
一
家
は
、
ク
ヌ
ギ
が
養
分
を

最
も
蓄
え
る
紅
葉
の
初
期
に
山
へ
入

り
、
伐
採
を
進
め
ま
す
。
切
り
出
し
た

ク
ヌ
ギ
を
乾
燥
さ
せ
、
手
作
業
で
菌

を
植
え
付
け
て
ほ
だ
場
に
並
べ
ま
す
。

そ
の
後
、
日
光
が
程
よ
く
差
し
込
ん
で

風
が
吹
き
抜
け
る
ほ
だ
場
と
な
る
よ

う
に
、
周
囲
の
木
々
の
枝
を
落
と
す

な
ど
し
て
環
境
を
整
え
ま
す
。
そ
し

て
仕
込
み
か
ら
２
度
目
の
夏
が
過
ぎ

る
と
、
菌
糸
が
原
木
全
体
に
広
が
り
、

シ
イ
タ
ケ
が
姿
を
現
す
状
態
に
仕
上

が
る
そ
う
で
す
。

松
延
さ
ん
は
「
栽
培
の
作
業
の
ほ

と
ん
ど
が
、
原
木
の
伐
採
を
は
じ
め

と
す
る
『
林
業
』
で
す
。
山
の
手
入

れ
を
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
栄
養

の
あ
る
良
い
原
木
を
確
保
で
き
、
お

い
し
い
シ
イ
タ
ケ
が
作
れ
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

春
と
秋
が
収
穫
シ
ー
ズ
ン

収
穫
シ
ー
ズ
ン
は
春
と
秋
。
シ
イ

タ
ケ
は
外
部
か
ら
の
刺
激
を
受
け
る

こ
と
で
、
発
生
が
促
進
さ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
気
温
が
上
昇
す
る

春
は
雷
や
雨
、
秋
が
深
ま
る
と
寒
さ

が
刺
激
と
な
っ
て
発
生
し
た
シ
イ
タ

ケ
は
１
週
間
ほ
ど
で
収
穫
で
き
る
ま

で
に
成
長
し
ま
す
。

「
軸
が
大
き
く
、
肉
厚
な
も
の
ほ
ど

味
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
乾
燥
さ

せ
た
シ
イ
タ
ケ
か
ら
取
っ
た
だ
し
も
絶

品
で
す
」
と
松
延
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ

ま
す
。

14



1

3 2

ＪＡふくおか八女農産物直売所　よらん野

1.たくさんの原木が並ぶほだ場　2.原木シイタケを生産する松延さん一家
3.プリっと肉厚なシイタケ

県産シイタケを使った商品を紹介！

八女産の原木シイタケは、ＪＡふくおか
八女の直売所などで購入できます！

原木シイタケをじっくり漬け込んだ
風味豊かなだし醤油で、素

そうめん
麺のお

つゆにピッタリ。卵かけごはん、煮
物にも合います。

購入できる場所
●道の駅歓遊舎ひこさん（添田町）
●英彦山スロープカー花駅直売所
（添田町）
●添田めんべい工場直売所（添田町）
●道の駅おおとう桜街道（大任町）
●道の駅香春わぎえの里（香春町）
●つまんでご卵直売店にぎやかな
春（糸島市）

厚さ・香り・歯ごたえ全てが
自慢の「天空茸」を練り込
んだ香り豊かな素麺です。

購入できる場所
●ミッションバレーゴルフ
クラブ（小竹町）

シイタケが丸ごと入ってうま
みがたっぷりと味わえるカ
レーです。

購入できる場所
●道の駅小石原（東峰村）
●道の駅原鶴（朝倉市）

オンライン
ストアはこちら

オンライン
ストアはこちら

オンライン
ストアはこちら

で
に
成
長
し
ま
す
。

「
軸
が
大
き
く
、
肉
厚
な
も
の
ほ
ど

味
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
乾
燥
さ

せ
た
シ
イ
タ
ケ
か
ら
取
っ
た
だ
し
も
絶

品
で
す
」
と
松
延
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ

ま
す
。

しいたけ醤
しょうゆ

油（藤川椎茸園） 椎茸麺（株式会社Tenku）

東峰村しいたけカレー
（宝珠山きのこ生産組合）
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静岡県　福岡市

梶谷智さん・太田垣悠さん・
彌ちゃん

かじたに さとし おおたがき

いよ

ゆう

（移住歴＝約半年）

Smile

vol.
23

おいしい食べ物、こどもに優しい人々…

親子２代で街のファンに 

両
親
の
移
住
が
き
っ
か
け

バ
レ
エ
や
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を

学
ぶ
た
め
、
中
学
卒
業
後
に
単
身
で
フ
ラ
ン

ス
へ
渡
っ
た
悠
さ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
の
舞
踊
団

で
約
10
年
、
ス
イ
ス
で
さ
ら
に
10
年
ほ
ど
過

ご
し
て
帰
国
。
劇
団
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
勤
め
て
い
た
静
岡
の
劇
場
で
智
さ
ん
と
出

会
い
ま
し
た
。

福
岡
市
と
の
接
点
が
で
き
た
の
は
、
悠
さ

ん
の
両
親
が
転
勤
で
先
に
移
住
し
て
い
た
か

ら
。「
海
や
山
が
近
く
、食
べ
物
が
お
い
し
い
。

歴
史
や
文
化
も
感
じ
ら
れ
る
」
と
福
岡
に
住

ま
い
を
移
し
た
両
親
の
も
と
に
、
年
に
何
度

か
ス
イ
ス
か
ら
帰
っ
て
い
た
悠
さ
ん
。
福
岡

の
〝
空
気
〞
に
触
れ
、「
こ
の
街
な
ら
自
分

も
楽
し
く
暮
ら
せ
る
か
も
」
と
い
う
思
い
が

膨
ら
ん
で
い
っ
た
そ
う
で
す
。

子
育
て
環
境
も
決
め
手
に

福
岡
市
を
訪
れ
る
た
び
に
「
街
に
刺
激
が

あ
る
」「
多
様
性
に
富
み
、
若
い
企
業
も
多

い
」
と
感
じ
て
い
た
智
さ
ん
と
悠
さ
ん
。
共

働
き
し
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
求

め
、
２
０
２
４
年
夏
頃
か
ら
県
の
移
住
・
定

住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
福
が
お
〜
か
く
ら
し
」

で
情
報
収
集
を
ス
タ
ー
ト
。
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
方
針
の
保
育
園
が
あ
り
、
子
育
て
支
援

も
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
決
め
手
と
な

り
、
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

大
濠
公
園
や
西
公
園
な
ど
、
市
内
に
は
大

き
な
公
園
が
多
く
、
家
族
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
の
が
お
気
に
入
り
。
両
親

と
手
を
つ
な
ぎ
、
彌
ち
ゃ
ん
も
ゆ
っ
く
り
、

そ
し
て
一
生
懸
命
に
歩
を
進
め
ま
す
。

「
街
の
人
が
こ
ど
も
に
と
て
も
優
し
い
。

子
育
て
世
代
も
多
く
、
孤
立
感
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
悠
さ
ん
。
智
さ
ん
は
「
都
市
と
自
然

が
共
存
す
る
福
岡
は
便
利
な
場
所
。
こ
ど
も

が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
一
緒
に
釣
り

に
挑
戦
し
た
い
」
と
語
り
ま
す
。
家
族
の
新

生
活
が
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
始
ま
り

ま
し
た
。

 

「
春
が
来
た　

春
が
来
た　

ど

こ
に
来
た
」
―
。
公
園
で
智
さ
ん

（
東
京
都
出
身
）
に
抱
っ
こ
さ
れ
、

悠
さ
ん
（
神
奈
川
県
出
身
）
の
優

し
い
歌
声
に
聞
き
入
る
長
男
の
彌

ち
ゃ
ん
。
２
０
２
４
年
３
月
の
長

男
誕
生
が
、
移
住
を
検
討
し
て
い

た
２
人
の
背
中
を
押
し
ま
し
た
。
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福岡県の支援制度

移住先に福岡市を選んだ２人。こど
もの成長に合わせて、県内の他の自治
体へ移り住むことも選択肢にあるそう
です。「福岡県はどの自治体も魅力に
あふれていますね」と話します。

福岡県移住・定住
ポータルサイト

両
親
の
移
住
が
き
っ
か
け

バ
レ
エ
や
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を

学
ぶ
た
め
、
中
学
卒
業
後
に
単
身
で
フ
ラ
ン

ス
へ
渡
っ
た
悠
さ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
の
舞
踊
団

で
約
10
年
、
ス
イ
ス
で
さ
ら
に
10
年
ほ
ど
過

ご
し
て
帰
国
。
劇
団
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
勤
め
て
い
た
静
岡
の
劇
場
で
智
さ
ん
と
出

会
い
ま
し
た
。

福
岡
市
と
の
接
点
が
で
き
た
の
は
、
悠
さ

ん
の
両
親
が
転
勤
で
先
に
移
住
し
て
い
た
か

ら
。「
海
や
山
が
近
く
、食
べ
物
が
お
い
し
い
。

歴
史
や
文
化
も
感
じ
ら
れ
る
」
と
福
岡
に
住

ま
い
を
移
し
た
両
親
の
も
と
に
、
年
に
何
度

か
ス
イ
ス
か
ら
帰
っ
て
い
た
悠
さ
ん
。
福
岡

の
〝
空
気
〞
に
触
れ
、「
こ
の
街
な
ら
自
分

も
楽
し
く
暮
ら
せ
る
か
も
」
と
い
う
思
い
が

膨
ら
ん
で
い
っ
た
そ
う
で
す
。

子
育
て
環
境
も
決
め
手
に

福
岡
市
を
訪
れ
る
た
び
に
「
街
に
刺
激
が

あ
る
」「
多
様
性
に
富
み
、
若
い
企
業
も
多

い
」
と
感
じ
て
い
た
智
さ
ん
と
悠
さ
ん
。
共

働
き
し
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
求

め
、
２
０
２
４
年
夏
頃
か
ら
県
の
移
住
・
定

住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
福
が
お
〜
か
く
ら
し
」

で
情
報
収
集
を
ス
タ
ー
ト
。
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
方
針
の
保
育
園
が
あ
り
、
子
育
て
支
援

も
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
決
め
手
と
な

り
、
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

大
濠
公
園
や
西
公
園
な
ど
、
市
内
に
は
大

き
な
公
園
が
多
く
、
家
族
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
の
が
お
気
に
入
り
。
両
親

と
手
を
つ
な
ぎ
、
彌
ち
ゃ
ん
も
ゆ
っ
く
り
、

そ
し
て
一
生
懸
命
に
歩
を
進
め
ま
す
。

「
街
の
人
が
こ
ど
も
に
と
て
も
優
し
い
。

子
育
て
世
代
も
多
く
、
孤
立
感
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
悠
さ
ん
。
智
さ
ん
は
「
都
市
と
自
然

が
共
存
す
る
福
岡
は
便
利
な
場
所
。
こ
ど
も

が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
一
緒
に
釣
り

に
挑
戦
し
た
い
」
と
語
り
ま
す
。
家
族
の
新

生
活
が
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
始
ま
り

ま
し
た
。

・ふくおか住みたか会員
福岡県外から県内への移住を検

討している登録会員に対し、関連イ
ベントや市町村の情報を定期的に
提供。会員特典として、引っ越し基
本料金の割引や就労支援などが受
けられます。

・福岡くらしごと体験
福岡県への移住や就職の希望者

向けに、１泊２日～３泊４日の日程
で、地域の仕事場を訪問し、「暮ら
し」や「仕事」を体感してもらう企
画です。体験は無料で、宿泊費が
１泊あたり 3000 ～ 5000 円補助さ
れます。
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春の光を感じながらvol.4
ー新緑の清水山と神宿る竹林ー

清水寺の楼門をくぐる参拝者。さわやかな風が境内を
吹き抜け、春ならではの清涼感を漂わせる

18

田仲llli；馴l：illIl:{;l1



春の光を感じながら
自然と歴史の回廊へ

や
ま
市
瀬
高
町
は
、
豊
か
な
自
然

と
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

ス
ポ
ッ
ト
が
い
く
つ
も
あ
り
、「
九
州
オ
ル

レ
」
の
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
域
で
す
。
春
の
陽
気
を
全
身
に
感
じ

な
が
ら
、
新
緑
に
彩
ら
れ
た
自
然
と
歴
史
の

回
廊
を
辿た

ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

清
水
山
の
中
腹
に
立
つ
清
水
寺
は
、
平
安

時
代
の
８
０
６
年
、
最
澄
に
よ
っ
て
開
か
れ

た
と
伝
わ
る
天
台
宗
の
歴
史
あ
る
寺
で
す
。

境
内
に
あ
る
本
坊
庭
園
は
、
室
町
時
代
の

画
僧
・
雪
舟
が
中
国
で
学
ん
だ
山
水
技
法
を

生
か
し
て
築
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
国
の
名
勝

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
自
然
と
人
工
の
美

が
調
和
し
た
見
事
な
庭
園
で
す
。
紅
葉
の
名

所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
春
に
は
若
葉
の
み

ず
み
ず
し
さ
が
庭
全
体
を
包
み
、
ま
た
違
う

表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

本
堂
へ
と
続
く
長
い
石
段
を
進
む
と
、
江

戸
時
代
の
１
７
４
５
年
に
上
棟
さ
れ
た
重
厚

な
楼
門
が
姿
を
現
し
ま
す
。
新
緑
に
包
み
込

ま
れ
た
楼
門
は
、
思
わ
ず
立
ち
止
ま
り
手
を

合
わ
せ
た
く
な
る
ほ
ど
の
荘
厳
さ
で
す
。

み

新緑（写真上）と紅葉（写真下）の季節に表情を変える清水寺本坊庭園。愛宕山を借景に、四季の移ろいを静かに映し出す

近隣には毎年４月中旬
に見頃を迎える清水山
ぼたん園もある

新緑の清水山と神宿る竹林（みやま市）

清水山

女
山
史
跡

女
山
史
跡

森
林
公
園
・
展
望
台

森
林
公
園
・
展
望
台

長田鉱泉場長田鉱泉場

清水寺本坊庭園
清水寺楼門清水寺楼門

清水寺本堂

清水山ぼたん園

神
宿
る
竹
林

神
宿
る
竹
林

J
R
J
R
鹿
児
島
本
線

鹿
児
島
本
線

瀬高駅

九
州
自
動
車
道

九
州
自
動
車
道

みやまみやま
柳川 IC柳川 IC

九
州
新
幹
線

九
州
新
幹
線

443

みやま市

渡瀬駅渡瀬駅

高田濃施山公園高田濃施山公園

九州オルレとは？
韓国・済州島で始まったトレッキ

ングコースの九州版。福岡県内には
「みやま・清水山」「筑豊・香春」「宗
像・大島」などのコースがあり、地
域の魅力を五感で楽しめる。

は九州オルレのコース
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神
宿
る
竹
林

九州オルレのコースにもなっている「神宿る竹林」。
天に伸びる竹が連なる神秘的な空間



春
の

光を
感じながら

周

辺の見どこ

ろ

01春
の

光を
感じながら

周

辺の見どこ

ろ

02

みやま市のシンボル的な公園で、四季折々の花や木に
囲まれた憩いの空間です。全長約 100 メートルの滑り台
があるコンビネーション遊具が設置され、思い切り遊ぶ
ことができます。有料のキャンプ場やパターゴルフ場、バー
ベキュー広場などもあり、幅広い年代の人が訪れます。

レトロな小屋が目を引く鉱泉場。カルシウムやマグネシ
ウムなど天然ミネラル・イオン分が豊富な炭酸湧水をくむ
ことができます。江戸時代末期から飲まれているという天
然の炭酸水を求めて、地元を中心に多くの人が訪れます。
水くみは 20リットルで 100 円。

高た
か
た田
濃の

せ施
山や
ま
公こ
う
え
ん園

長な
が
た田
鉱こ
う
せ
ん
じ
ょ
う

泉
場

みやま市高田町下楠田480　
0944-22-4886（公園管理事務所）

みやま市瀬高町長田2633-1
0942-52-3224（田中羊

ようかん
羹本舗）

清
水
山
を
下
り
、
卑
弥
呼
の
居

城
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
、
標
高
約
２
０
０
メ
ー

ト
ル
の
女ぞ

や
ま山
へ
と
足
を
延
ば
し
ま

す
。
遊
歩
道
の
途
中
に
あ
る
「
神

宿
る
竹
林
」
は
、
荘
厳
な
雰
囲
気

を
た
た
え
、
訪
れ
る
人
々
を
魅
了

し
ま
す
。

立
ち
止
ま
っ
て
耳
を
澄
ま
せ

ば
、ヒ
バ
リ
な
ど
の
野
鳥
の
声
や
、

竹
林
を
吹
き
抜
け
る
風
の
音
に
心

が
癒
や
さ
れ
ま
す
。
足
元
を
見
る

と
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
タ
ケ
ノ

コ
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

自
然
と
歴
史
が
息
づ
く
清
水

山
、
神
秘
的
な
竹
林
を
巡
る
小
さ

な
旅
。
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
穏
や
か

な
時
間
の
中
で
歩
を
進
め
て
い
る

と
、
心
の
リ
ズ
ム
も
整
っ
て
い
く

よ
う
で
す
。

神
宿
る
竹
林

女山史跡森林公園の展望台から見える、平野を走る九州新幹線

オルレのコースを示す目印のリボン
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　世界文化遺産・沖ノ島があり、大陸との交流の歴史を紡いできた宗像市。

住宅開発や商業施設の進出で都市化が進む一方、玄界灘がもたらす海産物を

はじめ自然の恩恵があふれているエリアです。近年は育児や教育の環境、ア

クティビティー施設なども充実し、「ずっと住みたいまち宗像」に向けた地

域づくりが着実に進められています。

ずっと住みたいまち

子
育
て
世
代
の
移
住
に

力
を
入
れ
る
宗
像
市
に

２
０
２
５
年
１２
月
、親
子
で
楽
し

め
る
全
天
候
型
こ
ど
も
広
場

「
Ｍ
ｕ
‐
Ｍ
ｏ（
ム
ー
モ
）」が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。木
育
を
目
的

と
し
た
九
州
最
大
級
の
木
の
遊

び
場
で
、宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
内
に

あ
り
ま
す
。名
称
に
は「
む（
Ｍ

ｕ
）な
か
た
で
、も（
Ｍｏ
）く
い

く
を
！
」と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
、木
の
香
り
や
手
触
り
を
感
じ

な
が
ら
、こ
ど
も
た
ち
が
自
由
に

考
え
、工
夫
し
て
遊
び
を
通
し
て

学
べ
る
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

温
か
み
の
あ
る
施
設
で
、天
候
の

悪
い
日
で
も
思
い
切
り
身
体
を

動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。広
い
ネ
ッ
ト
が
頭
上
に
張
ら

れ
て
い
た
り
、積
ん
で
遊
べ
る
ソ

フ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ
た
り
と
、

こ
ど
も
の
冒
険
心
や
遊
び
心
を

く
す
ぐ
る
仕
掛
け
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。施
設
内
に
は
カ
フ
ェ
も
併
設

さ
れ
て
お
り
、親
子
で
ゆ
っ
た
り

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Mu-Mo
1
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むなかた子ども大学
宗像市は、独自のキャリア教育として、2021年に「むなか
た子ども大学」を開学しました。「本物」から学び、体験する
機会をこどもたちに提供し、志や夢を育んでもらうため、職
業体験や特設講座などを企画しています。

宗像ユリックス内にあるプラネタリウムも、こどもの学びにおすすめの場所
です。直径１２メートルのスクリーンに、市内で観測できる満天の星、天の川や
星座などが投影され、大人も一緒に楽しめます。

問い合わせ
宗像市役所　　

宗像市東郷 1-1-1　  0940-36-1121
https://www.city.munakata.lg.jp/

宗像ユリックスプラネタリウム
2

宗像市独自の
キャリア教育
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495

3

6

3

大島

地島

沖ノ島

宗像大島
リゾート

宗像市役所

宗像大社
辺津宮

グローバル
アリーナ

JR鹿児島本線

東郷駅

赤間駅

5
ひごろ
higoro

4
道
の
駅

む
な
か
た

2

1

ムーモ
Mu-Mo

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

2000（平成12）年４月に誕生し
た民間の多目的スポーツ施設。
約43万平方メートルの広大な敷
地には、スタジアムやテニスコー
トが整備され、ラグビーやサッ
カー、新体操などユース世代を中
心に国際大会も開催されていま
す。敷地内には、レストランや宿
泊施設も併設されており、本格的
なスポーツ施設の熱気と、リゾー
トのようなくつろぎを同時に味わ
える魅力的な施設です。

鯛茶漬け祭り
玄界灘に面した県内有数の漁
港を持つ宗像市。鯛

たい

がシーズン
を迎える４月～５月は、市内の飲
食店が調理法や味付けに工夫
を凝らした「鯛茶漬け」を提供す
るイベントが開かれます。期間中
は、道の駅むなかたでも真空パッ
クにした冷凍「鯛茶漬け」が販売
されます。

グローバル
アリーナ

スポット
案内
MAP

宗
像
市

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

3

24

〇▼

゜
．
 • 

し

ー

•• 
．． 
一｛二：ユ コ、

/ 

’ 
/‘― ‘ ．． 

• 

゜ヽし

ー

疇
グ戸ふくおか



495

3

6

3

大島

地島

沖ノ島

宗像大島
リゾート

宗像市役所

宗像大社
辺津宮

グローバル
アリーナ

JR鹿児島本線

東郷駅

赤間駅

5
ひごろ
higoro

4
道
の
駅

む
な
か
た

2

1

ムーモ
Mu-Mo

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

2017（平成29）年に世界遺産に登
録された「神宿る島」宗像・沖ノ島
と関連遺産群の一つ。毎年10月の
秋季大祭は宗像を代表する祭りで、
海上神幸「みあれ祭」で行われる漁
船の海上パレードは圧巻です。

宗像大社辺津宮
4

道の駅むなかたに併設し、2024
年９月にオープン。地元の花農家
が毎朝出荷するさまざまな季節
の切り花を手頃な価格で購入で
き、好みに合わせたブーケも注文
できます。店内にはここでしか出
会えないハンドメイドの木工製品
やガラス製品などが所狭しと並び
ます。

花き園芸と
工芸雑貨のお店

「h
ひ ご ろ

igoro」
5

むなかた
観光ガイド

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を

掲
載
し
て
い
ま
す

神
こうのみなと

湊港から船で20分ほ
ど、離島の大島に2025年3
月にオープンしました。グ
ランピング施設では、壮
大な玄界灘や満天の星を
堪能できるほか、米や「む
なかた牛」など、地元の
食材にこだわった料理を
楽しむことができます。バ
ギーや草スキーといったア
クティビティーも充実して
います。

宗像大島リゾート
6

〇▼

〇▼

＼ 

〇▼

園
一



「
広
川
サ
イ
ク
ル
」へ

町
長　
全
て
の
こ
ど
も
に
「
い
い
ね
！
」
の
灯

を
と
も
す
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
の
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
は
地
域
の
未

来
の
担
い
手
。
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
、

進
学
や
就
職
で
町
外
に
出
て
も
子
育
て
な
ど
を

機
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
な
、
持
続
可
能
な
「
広

川
サ
イ
ク
ル
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
村　
草
刈
機
を
製
造
す
る
当
社
は
、
町
の
古

墳
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て
い
ま
す
。

年
１
回
の
工
場
開
放
イ
ベ
ン
ト
に
は
県
内
外
か

ら
約
２
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
す
。
公
園
の
維
持

管
理
な
ど
で
も
協
力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

知
事　
工
場
開
放
は
、
こ
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

農
業
に
触
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
ね
。

公
園
や
河
川
、
道
路
な
ど
公
共
の
場
の
維
持
管

理
は
大
変
で
、
我
々
も
ぜ
ひ
、
リ
モ
コ
ン
式
草

刈
機
な
ど
の
貸
し
出
し
を
進
め
た
い
で
す
。

森
山　

進
学
・
就
職
で
県
外
に
出
ま
し
た
が
、

兄
か
ら
「
工
房
を
人
が
行
き
交
う
場
所
に
し
た

い
」と
聞
い
て
２
０
２
１
年
末
に
広
川
に
戻
り
、

今
は
兄
と
共
に
６
代
目
を
務
め
て
い
ま
す
。
豪

雨
で
被
災
し
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
商

工
会
、県
の
支
援
で
工
房
を
再
開
で
き
ま
し
た
。

苦
境
の
中
で
始
め
た
カ
レ
ー
屋
は
、
グ
ル
メ
イ

ベ
ン
ト
で
出
会
っ
た
人
が
藍
染
め
体
験
に
来
て

く
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
意
外
と
営
業
の

〝
道
具
〟
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
体
で
行
っ
て

い
た
事
業
が
つ
な
が
っ
て
線
に
な
っ
て
い
く
の

が
面
白
い
で
す
。

知
事　
復
興
を
遂
げ
、
再
び
素
晴
ら
し
い
作
品

を
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

点
を
線
に
す
る
お
話
の
よ
う
に
、
県
で
は
広
域

観
光
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
広
川
町
は
、
久
留
米

絣か
す
りを

は
じ
め
と
し
た
「
ク
ラ
フ
ト
の
ま
ち
」
と

し
て
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
観

光
地
を
巡
る
「
よ
か
バ
ス
」
も
好
評
で
す
。

み
ん
な
の
「
居
場
所
」

早
野　
緑
ヶ
丘
区
長
を
し
て
２
年
目
で
す
。
区

の
行
事
に
も
っ
と
こ
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」広
川
町

将
来
の
地
域
の
担
い
手
へ

人
材
育
成
を
強
化

知
事
が
各
地
へ
出
向
き
、
地
域
で
活
躍
中
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
す
る
「
知
事
と
い
き
い
き
ト
ー
ク
」。

今
回
は
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
進
め
る
広
川
町
を
訪
ね
て
、
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

２０２６年
２月６日

広川町

広川町で
活躍する皆さん

●今
いまむら

村 健
け ん と

人さん①

株式会社オーレック
ホールディングス 常務取締役
 
●森
もりやま

山 典
よしのぶ

信さん②

藍森山・森山絣工房 ６代目
 
●早

は や の

野 陽
よういち

一さん③

緑ヶ丘区 区長
 
●牧

ま き の

野 克
か つ み

美さん④

株式会社 M’s ひろかわ
代表取締役
 
●恒
つねまつ

松 美
み さ と

里さん⑤

ひろかわまちじょ 代表

●藤
ふじしま

島 梓
あ ず さ

咲さん⑥

シニアリーダークラブ 部長

栗原 悠次 県議会議員⑦
桐明 和久 県議会議員⑧
●服部 誠太郎 県知事⑨
●氷室 健太郎 広川町長⑩
光益 良洋 広川町議会議長⑪
那須 大輔 広川町企画課
企画係長⑫

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
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よ
う
、
春
の
イ
チ
ゴ
狩
り
や
冬
の
こ
ま
回
し
を

企
画
し
ま
し
た
。
夏
休
み
の
公
民
館
開
放
で
始

め
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
も
好
評
で
、
今
年
も
や
り
た

い
で
す
。
今
後
は
高
齢
者
も
こ
ど
も
も
楽
し
め

る
ボ
ッ
チ
ャ
の
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

知
事　
こ
ど
も
に
焦
点
を
あ
て
た
取
り
組
み
は

良
い
で
す
ね
。
公
民
館
の
開
放
は
珍
し
く
、
高

齢
者
と
の
交
流
も
計
画
さ
れ
、
一
歩
ず
つ
進
化

さ
れ
て
い
る
の
が
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
こ

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
県
の
支
援
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

牧
野　
こ
ど
も
２
人
に
障
が
い
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
を
見
据
え
た
支
援
を
考
え
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
２
０
２
４
年
に
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
き
ま
し
た
。
開
所
３
か
月
で
定

員
に
達
し
、
今
年
４
月
に
は
児
童
発
達
支
援
も

含
め
た
多
機
能
型
施
設
を
開
所
し
ま
す
。
親
が

い
な
く
て
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
障
が
い
児
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
の
が
目
標
で
す
。

知
事　
保
育
士
な
ど
有
資
格
者
を
集
め
る
の
は

容
易
で
は
な
い
中
、
し
っ
か
り
し
た
事
業
を
展

開
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
ま
す
。
相

談
は
遠
慮
な
く
県

へ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

恒
松　

9
年
前
に
、

ひ
ろ
か
わ
ま
ち
じ
ょ
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

町
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
活
躍
す
る
女
性
の

講
話
や
も
ん
ぺ
づ
く
り
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
に
よ
る
新
た
な
グ
ル
ー

プ
が
マ
ル
シ
ェ
な
ど
も
開
い
て
い
ま
す
。
こ
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
み
ん
な
が
楽
し
く
、
安
心
し

て
集
ま
れ
る
場
所
づ
く
り
を
続
け
た
い
で
す
。

知
事　
ご
自
身
の
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く

な
っ
た
と
い
っ
た
経
験
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
を

今
も
続
け
ら
れ
て
い
て
、素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

こ
ど
も
へ
の
愛
情
と
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と

い
う
思
い
が
上
手
く
合
わ
さ
っ
て
い
る
な
と
思

い
ま
し
た
。

「
カ
ッ
コ
イ
イ
」の
リ
レ
ー

藤
島　
町
の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
シ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
部
長
で
す
。
主
な
活
動

の
一
つ
で
小
学
5
年
生
が
対
象
の
「
リ
ー
ダ
ー

研
修
」
は
、
高
校
生
が
企
画
・
運
営
、
中
学
生

が
参
加
者
を
ま
と
め
る
班
長
を
担
い
ま
す
。
下

の
世
代
が
上
の
世
代
を
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」
と
感

じ
、
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
約

40
年
続
く
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
中
学
生

の
頃
に
出
会
っ
た
、
地
域
貢
献
す
る
地
元
の
社

長
に
憧
れ
、
広
川
で
働
き
た
い
と
思
い
始
め
ま

し
た
。
き
ょ
う
だ
い
で
６
次
産
業
に
挑
む
夢
へ

向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

知
事　
「
広
川
サ
イ
ク
ル
」
を
体
現
し
、
世
代

間
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
す
ご
く
い
い
で
す

ね
。
県
も
起
業
を
応
援
し
ま
す
の
で
、ト
ラ
イ・

ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
の
先
の
成
功
を
目
指
し
、
粘

り
強
く
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

藍森山・森山絣工房

株式会社オーレックホールディングス

広川町新代109　 0943－32－0023

広川町日吉548－22　 0943－32－5002

1858（安政 5）年創業の久留米絣工房。天然素材を用いた藍
染めなど、重要無形文化財の規定に沿った工程を守る。2023年
の豪雨で被災し、改修を経て2025年に再開。国内外から見学
や藍染め体験を受け入れたり、新設したショップで飲食も楽しめ
るようにしたりと、新たなチャレンジも進めている。

自走式草刈機・乗用草刈機分野で国内シェアトップ級の農業
機械メーカー。自社工場で、開発から量産までを一貫して行い、
海外にも販路を広げる。都市部カフェを設けて有機農業を発信
するなど、持続可能な社会づくりに向け、食・健康・環境分野に
幅広く取り組む。（新工場建設に伴い、見学の受け入れは 2026
年12月まで休止中）
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県
議
会
だ
よ
り
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調
査
特
別
委
員
会
調
査
特
別
委
員
会
は
、
特
定
の
案
件
を
審
査
し
た
り
調
査
し
た
り
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

本
県
議
会
で
は
、
現
在
６
つ
の
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

空
港
・
交
通
イ
ン
フ
ラ

調
査
特
別
委
員
会

福
岡
空
港
と
北
九
州
空
港
と
の
一
体
的
運
用
と
機

能
強
化
に
関
す
る
こ
と
、
地
域
公
共
交
通
な
ど
、
県

民
生
活
と
地
域
間
連
携
を
支
え
る
移
動
手
段
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
20
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、「
福
岡
空
港・

北
九
州
空
港
の
概
況
」
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

調
査
特
別
委
員
会

洋
上
風
力
発
電
の
推
進
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
の
普
及
拡
大
お
よ
び
グ
リ
ー
ン
水
素
の
活
用
な

ど
に
関
す
る
こ
と
、
安
全
な
水
資
源
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
17
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、「
響
灘
沖
一

般
海
域
に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
事
業
」
な
ど
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
・
人
財
育
成

調
査
特
別
委
員
会

子
育
て
支
援
な
ら
び
に
こ
ど
も
の
権
利
の
保
護
お

よ
び
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と
、
働
き
方
改
革
お
よ

び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
調
査
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
25
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、「
こ
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
の
推
進
」
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。

小
緑
　
貴
吏

永
川
　
俊
彦

長
　
　
裕
海

松
尾
　
統
章

◎
井
上
　
博
行

〇
笠
　
　
和
彦

佐
々
木
　
徹

原
田
　
博
史

井
上
　
博
隆

中
嶋
　
玲
子

井
上
　
　
寛

塩
出
麻
里
子

堀
　
　
大
助

冨
安
　
正
直

佐
藤
　
　
楓

宮
川
宗
一
郎

江
口
　
善
明

川
端
　
耕
一

松
本
　
國
寛

今
林
　
　
久

◎
壹
岐
　
和
郎

〇
大
田
　
　
満

大
田
　
京
子

山
本
　
耕
一

吉
岡
　
玲
子

川
上
　
多
恵

椛
島
　
德
博

吉
松
　
源
昭

後
藤
　
香
織

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

横
尾
　
政
則

𠮷
田
健
一
朗

吉
田
　
浩
一

香
原
　
勝
司

大
島
　
道
人

中
尾
　
正
幸

江
藤
　
秀
之

◎
浦
　
伊
三
夫

〇
室
屋
　
美
香

原
中
　
誠
志

渡
辺
　
美
穂

松
下
　
正
治

永
島
　
弘
通

浦
田
　
大
治

塩
生
　
好
紀

（
◎
印
は
委
員
長
、〇
印
は
副
委
員
長
）
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国
際
化
・
多
文
化
共
生
社
会

調
査
特
別
委
員
会

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
、
外
国
人
材
の

活
用
な
ど
多
文
化
共
生
社
会
に
関
す
る
こ
と
、
県
内

商
工
業
お
よ
び
農
林
水
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化

な
ど
に
つ
い
て
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
26
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、「
福
岡
県

に
お
け
る
外
国
人
材
受
入
れ
の
た
め
の
取
組
」
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

ワ
ン
ヘ
ル
ス
・
地
方
分
権
等

調
査
特
別
委
員
会

　
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
理
念
と
実
践（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
む
）

の
国
内
外
へ
の
普
及
お
よ
び
定
着
に
関
す
る
こ
と
、

権
限
移
譲
、
税
財
源
の
拡
充
そ
の
他
地
方
分
権
型
社

会
の
構
築
お
よ
び
政
府
の
行
政
機
関
や
研
究
所
等
の

地
方
設
置
な
ど
に
つ
い
て
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

１
月
23
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、「
第
6
回

福
岡
県
ワ
ン
ヘ
ル
ス
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
立
県

調
査
特
別
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
産
業
（
ス
ポ
ー

ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む
）
振
興
に
関
す
る
こ
と
、

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
、開
催
、レ
ガ
シ
ー
（
遺

産
）
活
用
な
ど
に
つ
い
て
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。１

月
19
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、「
運
動
部

活
動
の
地
域
展
開
」な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

波
多
江
祐
介

宮
原
　
伸
一

花
田
　
尚
彦

樋
口
　
　
明

井
上
　
忠
敏

◎
新
井
富
美
子

〇
神
﨑
　
　
聡

原
竹
　
岩
海

豊
福
る
み
子

坪
田
　
　
晋

大
塚
　
勝
利

新
開
　
崇
司

福
地
　
幸
子

中
村
香
月（
左
）

林
　
　
泰
輔

髙
橋
　
義
彦

板
橋
　
　
聡

秋
田
　
章
二

加
地
　
邦
雄

藏
内
　
勇
夫

◎
野
原
　
隆
士

〇
井
上
　
正
文

岩
元
　
一
儀

嘉
村
　
　
薫

亀
﨑
　
大
介

新
開
　
昌
彦

稲
又
　
進
一

大
塚
　
絹
子

新
開
　
嵩
将

江
頭
　
祥
一

渡
辺
　
勝
将

桐
明
　
和
久

井
上
　
順
吾

原
口
　
剣
生

◎
中
牟
田
伸
二

〇
田
中
　
雅
臣

守
谷
　
正
人

大
橋
　
克
己

西
尾
　
耕
治

靏
林
　
大
我

中
村
　
明
彦

栗
原
　
悠
次

戸
成
　
祥
平

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら
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県
議
会
の
動
き

県
議
会
の
最
近
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
５
日
、
福
岡
県
ワ
ン
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
起
工

式
が
建
設
用
地
で
あ
る
保
健
医
療
経
営
大
学
の
跡
地

（
み
や
ま
市
）
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
起
工
式
に
は
、

藏
内
勇
夫
議
長
、
厚
生
労
働
環
境
委
員
会
の
山
本
耕
一

委
員
長
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
・
地
方
分
権
等
調
査
特
別
委
員

会
の
野
原
隆
士
委
員
長
を
は
じ
め
、
地
元
議
員
な
ど
が

出
席
し
ま
し
た
。

藏
内
議
長
は
、「
人
・
動
物
・
環
境
の
健
康
を
一
体

と
し
て
守
る
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
理
念
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
が
連
携
し
て
課
題
に
取
り
組
む
実
践
拠
点
と
し

て
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
に
貢
献
で
き
る
場
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

福
岡
県
ワ
ン
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

起
工
式

11
月
21
日
、
福
岡
県
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修

会
が
議
会
棟
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
藏

内
勇
夫
議
長
、
中
尾
正
幸
副
議
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
か
ら
は
、
議
員
に
対
す
る
な
り
す
ま
し
・
誹
謗

中
傷
へ
の
対
応
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害

等
、
違
法
・
有
害
情
報
に
お
け
る
課
題
と
関
係
者
の
対

策
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、
多
く
の
議
員
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

福
岡
県
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

研
修
会

12
月
１
日
、
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て

作
っ
た
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
の
販
売
会
が
議
会
棟
１
階

の
玄
関
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
販
売
会
は
、「
障
害
者
週
間
（
12
月
３
日
か
ら
９

日
ま
で
）」
に
合
わ
せ
、
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
へ
の
理

解
を
深
め
、
収
入
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
中
尾
正
幸
副
議
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
議
員
が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
８
日
か
ら
は
同
販
売
会
が
県
庁
１
階
ロ

ビ
ー
で
も
開
催
さ
れ
、
藏
内
勇
夫
議
長
、
中
尾
正
幸
副

議
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
議
員
が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
ま
し

た
。

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
販
売
会
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12
月
20
日
、
県
立
美
術
館
の
移
転
整
備
に
伴
い
、
福

岡
市
民
体
育
館
の
隣
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
新
た

な
福
岡
武
道
館
が
完
成
し
、
開
館
記
念
式
典
・
合
同
演

武
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
藏
内
勇
夫
議

長
、
中
尾
正
幸
副
議
長
を
は
じ
め
、
警
察
委
員
会
の
永

川
俊
彦
委
員
長
な
ど
多
く
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

藏
内
議
長
は
、「
県
議
会
と
し
て
も
、
福
岡
武
道
館

が
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
県
民
の
皆

さ
ま
に
末
永
く
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ

う
、
今
後
と
も
支
援
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

福
岡
武
道
館
開
館
記
念
式
典
・

合
同
演
武
会

１
月
８
日
、
令
和
８
年
福
岡
県
警
察
年
頭
視
閲
が
福

岡
市
内
で
行
わ
れ
、
藏
内
勇
夫
議
長
を
は
じ
め
、
警
察

委
員
会
の
永
川
俊
彦
委
員
長
な
ど
多
く
の
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

藏
内
議
長
は
、「
県
議
会
と
し
て
も
、
今
後
と
も
、

県
警
察
、
行
政
と
連
携
を
密
に
し
、
県
民
の
皆
さ
ま
が

安
全
に
そ
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
岡
県
の
実
現

に
向
け
、こ
れ
ま
で
以
上
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
福
岡
県
警
察
年
頭
視
閲

２
月
６
日
、
令
和
７
年
度
福
岡
県
日
田
彦
山
線
沿
線

地
域
振
興
推
進
協
議
会
が
福
岡
市
内
で
行
わ
れ
、
県
議

会
か
ら
は
藏
内
勇
夫
議
長
、
九
州
の
自
立
を
考
え
る
会

会
長
の
原
口
剣
生
議
員
、
日
田
彦
山
線
復
旧
問
題
対
策

協
議
会
座
長
の
松
本
國
寛
議
員
を
は
じ
め
、
地
元
議
員

な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

藏
内
議
長
は
、「
県
議
会
と
し
て
も
、
県
執
行
部
と

一
体
と
な
り
、
九
州
の
自
立
を
考
え
る
会
お
よ
び
関
係

機
関
と
連
携
し
、
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
の
振
興
に
、

引
き
続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

福
岡
県
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興

推
進
協
議
会
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花による美しいまちづくり
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まちを花で彩ることで、
こどもからお年寄りまで、
誰もが住みたいと思う
花あふれる福岡県を
目指しています。

ふっくらと優しい咲き姿
香り高き「キンギョソウ」 
すらっと伸びた茎の上部に、金魚

の姿を思わせるように、ふっくらと開

く花びら。すっきりと甘い香り、白やピ

ンク、黄色、オレンジなどの優しい色

合いが見る人を楽しませます。

「咲き方や豊富な色のバリエーシ

ョンを楽しんでください」。ＪＡ福岡市

金魚草部会の髙橋さんは語ります。

花の栽培が盛んな福岡市西区の

北崎地区で、40年ほど前にキンギョ

ソウを育て始めた髙橋さん。現在部

会のメンバーと2人で年間約15万本

を出荷しています。

夏場の植え付けから冬場の収穫

期まで温度管理に細心の注意を払

う日が続きますが、開花を楽しみに待

つ購入者の笑顔が励みになっていま

す。「いろんな場面に彩りを添える花

を追求していきたい」と話します。

JA福岡市金魚草部会
部会長　髙橋 正幸（たかはし まさゆき）
さん

092-806-7411
　（JA 福岡市西グリーンセンター）

市の花「ユリ」をPR
（春日市）

「春日市の花がユリということ

を広く知ってほしい」。市内の公

園や小学校などで、ユリを中心

に季節の花の植栽を約10年続

けているボランティア団体「ゆり

若葉会」の藤
ふじき

木幸
さちこ

子さんは笑顔

を見せます。メンバーは現在5

人ほどで、藤木さんは代表を務

めています。県が進める「花によ

る美しいまちづくり」に賛同し、

メンバーとともに菜の花やレン

ゲ、アジサイなど、四季折 の々花

で市内を彩ります。

また、県営春日公園の「フラワ

ーサポーター」としても活動。

昨年秋には、花壇をより美し

く見せる手法を学ぶため県主

催のセミナーにも参加しました。

「『今年もきれいに咲きました

ね』と声をかけられるとうれし

い。地域が花であふれるように

活動を続けたい」と話します。

「ゆり若葉会」の藤木さん

個人情報の取扱いについて

し
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